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Yarmen Dinamika (Serambi Indonesia)
116 CIAS Discussion Paper No. 25 災害遺産と創造的復興──地域情報学の知見を活用して
　アチェで起こりやすい災害でもっとも多いのは洪
水、それから地震、地滑り、大波と続きます。このよう
な情報は、私たち報道に携わる者としてはみな知って
いなければいけないことです。スランビ社では、記者
のすべてがこのような科学的な知識をきちんと踏ま
えて記事を書けるように、ワークショップ等を行なっ
ています。
災害時に読者にとって有用な情報を
提供するために
　災害時に重要なのは、まさに情報です。ラジオや新
聞が機能しないことが災害時にもっとも予想され、備
えられるべきことです。また、私たちは新聞を通じて
人びとにある種の警報を発していると考えています。
津波だけでなく、台風や干ばつなどのさまざまな危機
をいちはやく伝えることが、いわゆる警報の役割を果
たしていると考えています。
　ただし、報道にあたっては、記者が命を落とすこと
がないようにも気をつけています。また、読者がなん
らかの利益を得られるようにといったことも考えて
います。読者の利益については、「いつ、どこで、なに
が起こったのか」という事実、それから「それが自分に
とってどんな意味をもつのか」、「なにをすべきなの
か」といった点に読者は関心をもっているということ
を意識しています。
大アチェ県ランプウ地区にあるモスク周辺
の被災直後（2005年2月）の写真〈上〉と復
興後（2011年8月）の写真〈下〉。周辺の住
宅は津波によって流され、モスクだけが残っ
た。現在はトルコ赤新月社が建設した復興住
宅郡が立ち並ぶ
